
10月18日（水）に環境棟1階FSホールにて新領域創成フォーラム「本音で語るキャリアデザイ

ン2006～博士課程に行こう～」が開催されました。当日は修士・博士課程在学中の学生をはじ

め、教職員ら124名の参加者が来場しました。研究科長の挨拶、松橋先生による「新領域におけ

る進学就職状況」の説明に引き続き、研究科OB・OG6名の方々による修了生本音トークとその

内容をふまえたディスカッションが行われました。フォーラムに引き続きカフェテリアで懇親会が

開かれ、現役の学生と講師を務めたOB・OGの皆さんとの交流がはかられました。
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「私の」キャリアデザイン

私は現在コンサル業界の経営戦略に携わる

戦略グループに所属しています。博士課程を

修了した方は専門の分野に近い領域に就職す

る方が多く、文系就職とも言われるコンサル

業界に入る人は稀ではないかと思います。こ

の思い切った就職を決心できたのも、自分の

今そして未来の自分のポジショニングを具体

的に描くことができたからだと思います。

漠然とした夢を持つのではなく、具体的に

10年後はどうするのか、どうなりたいのか、そ

して20年後は？と大まかなプランを持つのが

キャリアデザインの構築に重要なエレメントに

なると思います。もちろん、10年後、20年

後では様々な要因で自分の立てたプランが全

く違ったものになるかもしれません。それで

も構わないと思います。自分の未来像を具体

的に描いていくアクションこそが重要なことで

あり、キャリアデザインはその後に付随してく

るものだと考えるからです。

キャリアデザインというフレームを意識して

いなかった私が、自分の現在そして未来の自

分のポジショニングをはっきりさせることが結

果的に今ある「私の」キャリアデザインを構築

できたのでは、と思います。

就職という一つの人生の転換点を広い視野

で見渡すことが出来たのも、新領域創成科学

研究科で自由な発想の元で研究出来たからだ

と思います。皆様のご活躍をお祈り申し上げ

ております。

複雑理工学専攻
博士課程2005年修了

酒井 俊元
現在：アクセンチュア株
式会社在職

キャリアデザイン：専門性、学際性、そして

国際性の観点から

進路選択につながるような「きっかけ」は、

色々なタイミングで訪れるものだと思います。

このようなきっかけを大切にして、次のステッ

プやキャリアデザインへとつなげていくことが

重要ではないでしょうか。

私の場合は、修士課程一年時に、アメリカ

で開催された｢地球持続性｣に関する国際会

議に参加したことが一つのきっかけになった

と考えています。この会議では、専門性およ

び総合的な見地から環境問題を議論する各

国の専門家や政策担当者に会うことができま

した。この時、地球環境問題を扱う上では専

門性、学際性と国際的な視野が必要であると

痛感したのです。これらの能力を向上させた

いという気持ちもあり、私は博士課程に進学

することを決意しました。博士課程では、専

門の研究活動以外にも、様々な経験を積むこ

とができたと思います。

大学院修了後は、研究機関の研究員として

アジア地域の水資源管理の政策研究に携わ

りました。まさに「専門性、学際性、国際性」

が試されるような仕事でしたが、ここでの経

験を通じ、教育に対しても興味を持つに至り、

2006年8月に現在の職場へと移ったので

す。

振り返れば、その時その時に何かしらのき

っかけがあり、それが次のステップへとつな

がってきたように思います。皆さんも、関連

分野についてはアンテナを広げ、様々な機会

を生かして進路やキャリアの選択につなげて

いただきたいと思います。

環境学専攻
博士課程2004年修了

原 圭史郎
現在：大阪大学サステイ
ナビリティ・サイエンス
研究機構在職

続けていくこと

私は現在博士課程に在学中ですが、卒業後

も生命科学の分野で研究を続けて行きたいと

思っています。生命科学の研究にあこがれた

きっかけは、学部時代に受けた授業の「難解

さ」にあります。セントラルドグマや、細菌が持

つ精巧な遺伝子発現制御機構の説明を受け、

筋道の通ったモデルに感心したのと同時に、

複雑でこんがらがったものを理解したいと思

うようになりました。私が修士、博士課程と研

究を続けてこられたのも、生物に対する、特

に自分が扱っている問題に対する興味を持ち

続けることが出来たからだと思います。

私にとって職業を選択する上で大事だと思

うのは、その職業を長い間続けていくことが

できるかどうかということです。言い換えれば、

自分の「性分」といったものが、仕事に活かせ

るかどうかを考えるということでもあります。

職業を自分の拠り所にすることができれば、

うまく行かないときや失敗したときに自信を

持ってリスタートすることができるのではない

でしょうか。

フォーラムでお話をさせて頂く機会を得、

自らが経験したことを伝えるというよりは、こ

れから訪れる進路選択の場面に自分がどう向

き合えば良いのかを考えるきっかけになりま

した。その中で、過去に自分がどのような判

断基準で様々な選択を行ってきたのかを振り

返ってみることが良い助けとなりました。皆さ

んの御健闘をお祈りしております。

メディカルゲノム専攻
博士課程在学

林 立平

準備はできているか

私は現在、国立環境研究所 環境リスク研

究センターに勤務しています。同センターでは、

博士課程修了後1年半環境保健に関する政策

対応部門で研究の企画・運営に従事した後、

研究員として採用されました。

学歴難民が世界に溢れる昨今、皆さんは目

標に向けてどのような準備をしていますか？

私は研究者になる事を目標に博士課程に進学

し現在に至りますが、これまではその目標に

向けての準備を試される機会の連続だったよ

うに思います。私は博士課程での研究課題が

縁で仕事に就きました。しかし担当は政策へ

の還元を目的とした調査研究の企画で、各国

の政策動向の把握や政策の観点からの課題

設定など、異なる視点から課題に取組む力が

求められました。また、新たなポスト獲得に

際しては、自分が如何にその研究に精通した

人間であるかを示すことはそう容易いもので

はないことを実感しました。コンスタントに研

究実績を残していくことも、研究者に求められ

る重要な能力だと思います。

博士課程修了後、自分の思い通りの仕事を

手にする人はそれほど多くないと思います。

しかし、同時にそれ以上の仕事が出来るとい

うことを他に認めさせることも簡単なことでは

ありません。このとき、自分が目標に向けて

どのような準備ができているかを客観的に評

価する事はとても重要なことなのだと感じて

います。

環境学専攻　
博士課程2005年修了

河原 純子
現在：国立環境研究所

在職
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研究者を目指す道を選択してみて

私は博士号取得後、理化学研究所でポスド

クとして研究をしています。現在は自分の選

択に納得していますが、進路選択の際には、

不安が邪魔をしてなかなか決断できませんで

した。結果的に、研究を進める過程や学会発

表の経験をする中で、次第に不安が軽減され

てゆき、ポスドクとして挑戦してみる気持ちに

なったのですが、今から振り返ってみると、必

要以上の不安に振り回されてしまっていたよ

うに思います。出来るかどうかは実際にやって

みないと分からないですし、本気になってみ

ることで好転する面もある気がします。選択

に不安はつきものですが、自分がやりたい（か

も）と思えるものさえ見つけたら、あまり迷わ

ずに挑戦してみれば良いのではないでしょう

か。

また、キャリア選択時は、「ここで道を選び

間違えたら先はない」ような気持ちでいました

が、仕事をするようになって、研究でも他の仕

事でも必要とされる能力は共通するものが多

いことに気がつきました。研究に必要な能力

を高めるように努力してゆくことは、例え結果

的に選んだ方向を転換することになったとして

も、決して無駄にはならず新しい形で生かさ

れると思います。

今後もキャリアに関わる選択をする機会が

多くあると思いますが、挑戦する気持ちと柔

軟性を備えて、自分なりのキャリアを築いて

行きたいと思っています。

先端生命科学専攻
博士課程2005年修了

福田 七穂
現在：理化学研究所
在職

大学助手になってからの3年間

博士号取得後の進路は人によって様々です

が、大学の助手になるということは、一つの

典型例と言えるかもしれません。私は、博士

課程卒業後すぐに東北大学流体科学研究所

の助手として採用して頂きました。比較的ス

ムーズに就職が決まったことは、大変幸運だ

ったといえます。なぜなら、今日、博士課程

を出た多くの若手研究者が就職に困難を覚え

ているという現状があるからです。特に、大学

院時代のテーマが「大気吸い込み型レーザー

推進」という特殊なものであったにもかかわら

ず、これと関連性の高い研究を行う研究室に

採用していただきました。

さて、助手に採用された後、しばらくすると、

実験室の管理や予算申請等、それまで学生の

頃には全く関わったことのない類の仕事をす

る必要が出てきました。研究テーマや助手と

してのありかたを見定めぬまま、瞬く間に１年

が過ぎてしまいました。2年目には、研究テー

マが具体化してきましたが、研究以外の仕事

も次第に増えていきました。そうこうしている

うちに、名古屋大学へ異動になり3年目に突

入しました。まさに、光陰矢のごとし。

大学で働けると、仕事の方向性は比較的ア

カデミックなものになると思います。もし、学

生さんが、今取り組んでいる研究に少しでも面

白みを見つけたのなら、学生の間に、じっくり

取り組んでみてはいかがでしょうか？

先端エネルギー工学専攻
博士課程2004年修了

森 浩一
現在：名古屋大学大学
院工学研究科




